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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
思
い
付
き
Ｓ
Ｓ
集

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
０
３
７
１
Ｙ

【
作
者
名
】

　
エ
ミ
リ
ア

【
あ
ら
す
じ
】

　
え
～
。
ま
ぁ
、
今
ま
で
活
動
報
告
と
か
に
載
せ
て
来
た
気
ま
ぐ
れ
Ｓ
Ｓ
を
置

い
て
る
場
所
で
す
。

活
動
報
告
を
見
ら
れ
な
い
方
や
、
見
逃
し
て
た
人
に
見
て
貰
う
為
に
作
っ
て
み

ま
し
た
。

気
ま
ぐ
れ
で
続
編
を
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
余
り
期
待
し
な
い
方

が
い
い
と
思
い
ま
す
。
（
笑
）

ま
、
暇
潰
し
程
度
に
は
な
る
と
思
う
の
で
、
良
か
っ
た
ら
見
て
行
っ
て
下
さ
い
。

あ
と
、
こ
れ
か
ら
思
い
付
き
Ｓ
Ｓ
は
こ
っ
ち
で
ア
ッ
プ
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
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す
。
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２
人
の
転
生
者
 

疾
風
伝
－
サ
ス
ケ
ｓ
ｉ
ｄ
ｅ
－
　
最
終
話
案
そ
の
１
（
前
書
き
）

今
思
え
ば
、
こ
れ
が
記
念
す
べ
き
１
回
目
の
気
ま
ぐ
れ
（
思
い
付
き
）
Ｓ
Ｓ
で

し
た
。
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２
人
の
転
生
者
 

疾
風
伝
－
サ
ス
ケ
ｓ
ｉ
ｄ
ｅ
－
　
最
終
話
案
そ
の
１

≪
サ
ス
ケ
―
―
―
≫

≪
私
達
の
―
―
―
≫

≪
ソ
イ
ル
を
―
―
―
≫

≪
使
っ
て
≫

頭
に
響
い
て
き
た
白
ら
の
声
。
そ
れ
と
同
時
に
白
達
の
体
は
光
だ
し
、
粒
子
の

様
な
も
の
へ
と
変
わ
っ
て
い
く
。
そ
し
て
、
そ
の
粒
子
は
俺
の
手
へ
と
集
ま
り

１
つ
の
形
を
為
し
た
。

「
例
え
…
、
ど
れ
程
の
血
が
流
れ
よ
う
と
構
わ
な
い
。
混
沌
を
滅
ぼ
す
為
な
ら

う
ち
は
マ
ダ
ラ

！
！
」

俺
は
そ
う
叫
ぶ
と
、
白
ら
の
命
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
ソ
イ
ル
の
弾
く
。

「
瞳
に
満
ち
る
光
、
テ
ィ
ア
レ
イ
ン
ボ
ー
！
」

弾
か
れ
た
白
ら
の
命
は
魔
銃
へ
と
装
弾
さ
れ
る
。
が
、
た
っ
た
１
発
だ
け
で
は

ソ
イ
ル

魔
銃
は
使
え
な
い
。
す
る
と
―
―
―
―
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「
よ
し
、
使
え
！
オ
レ
の
命
を
！
！
」

ソ
イ
ル

イ
タ
チ
兄
が
自
ら
の
命
を
ソ
イ
ル
へ
と
変
え
、
俺
に
託
し
た
。
そ
の
イ
タ
チ
兄

の
ソ
イ
ル
を
俺
は
躊
躇
な
く
掴
む
。

「
究
極
の
魂
、
ソ
ウ
ル
ガ
ン
メ
タ
ル
！
」

白
ら
の
ソ
イ
ル
に
続
き
、
イ
タ
チ
兄
の
ソ
イ
ル
も
魔
銃
へ
と
装
弾
さ
れ
た
。
そ

し
て
、
最
後
の
ソ
イ
ル
は
既
に
決
ま
っ
て
い
る
。

「
そ
し
て
―
―
―
お
前
に
相
応
し
い
ソ
イ
ル
は
決
ま
っ
た
！
！
」

俺
は
混
沌
を
指
差
し
た
後
、
自
分
の
胸
に
手
を
置
き
高
ら
か
と
宣
言
し
、
自
身

う
ち
は
マ
ダ
ラ

の
体
を
光
へ
と
変
え
て
い
く
。

≪
ミ
カ
ゲ
…
≫

「
！
！
」

自
分
の
命
を
ソ
イ
ル
へ
と
変
え
て
い
く
中
、
俺
は
１
人
残
さ
れ
る
妹
に
最
後
の

言
葉
を
告
げ
る
。



6

≪
俺
を
…
…
、
俺
ら
を
撃
て
！
―
―
―
―
―
我
が
命
の
螺
旋
、
エ
ン
ド
レ
ス
ホ

ワ
イ
ト
！
≫

俺
が
ミ
カ
ゲ
に
告
げ
る
べ
き
言
葉
を
終
え
る
と
そ
の
体
は
ソ
イ
ル
へ
と
変
わ
り
、

魔
銃
へ
と
装
弾
さ
れ
た
。
そ
し
て
―
―
―
―

「
撃
ち
抜
け
、
召
喚
獣
！
バ
ハ
ム
ー
ト
！
！
」

ミ
カ
ゲ
に
よ
っ
て
引
か
れ
た
引
き
金
に
よ
っ
て
、
俺
と
白
ら
、
イ
タ
チ
兄
の
命

ソ
イ
ル

の
力
が
解
き
放
た
れ
、
混
ざ
り
合
い
究
極
の
召
喚
獣
が
呼
び
出
さ
れ
た
。
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２
人
の
転
生
者
 

疾
風
伝
－
サ
ス
ケ
ｓ
ｉ
ｄ
ｅ
－
　
最
終
話
案
そ
の
１
（
後
書
き
）

な
ん
と
い
う
Ｆ
Ｆ
：
Ｕ
エ
ン
ド
。
ど
う
考
え
て
も
打
ち
切
り
の
流
れ
と
し
か
思

え
ま
せ
ん
よ
ね
～
。
（
笑
）
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機
動
戦
士
ガ
ン
ダ
ム
Ｓ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
 

Ｄ
ｅ
ｓ
ｔ
ｉ
ｎ
ｙ
 

Ｚ
ｅ
ｒ
ｏ
 

最
終
話
案
そ
の
１
（
前
書
き
）

劇
場
版
機
動
戦
士
ガ
ン
ダ
ム
０
０
の
ブ
ル
ー
レ
イ
を
買
っ
た
時
に
謎
の
テ
ン
シ

ョ
ン
で
書
き
あ
げ
た
思
い
付
き
Ｓ
Ｓ
で
す
。
（
笑
）

ち
な
み
に
話
の
流
れ
は
既
に
レ
ク
イ
エ
ム
が
破
壊
さ
れ
て
、
メ
サ
イ
ア
を
ど
う

に
か
し
よ
う
と
し
て
る
所
で
す
。

シ
ル
ヴ
ィ
と
キ
ラ
、
ア
ス
ラ
ン
は
ス
ト
フ
リ
と
イ
ン
ジ
ャ
ス
に
太
陽
炉
を
搭
載

す
る
作
業
で
、
出
て
来
れ
て
な
か
っ
た
と
い
っ
た
感
じ
と
思
っ
て
読
ん
で
下
さ

い
。
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機
動
戦
士
ガ
ン
ダ
ム
Ｓ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
 

Ｄ
ｅ
ｓ
ｔ
ｉ
ｎ
ｙ
 

Ｚ
ｅ
ｒ
ｏ
 

最
終
話
案
そ
の
１

ア
リ
ス
「
来
た
の
か
！
？
」

ア
リ
ア
「
遅
い
よ
！
」

ム
ゥ
「
待
ち
か
ね
た
ぞ
、
坊
主
共
」

ザ
フ
ト
と
の
Ｍ
Ｓ
に
よ
る
乱
戦
の
中
、
現
れ
た
３
機
の
Ｍ
Ｓ
に
喜
色
の
籠
っ
た

声
を
出
す
３
人
。

ア
ス
ラ
ン
「
デ
ス
テ
ィ
ニ
ー
プ
ラ
ン
を
止
め
る
為
に
は
メ
サ
イ
ヤ
に
突
入
す
る

必
要
が
あ
る
ぞ
」

キ
ラ
「
そ
う
だ
ね
」

シ
ル
ヴ
ィ
「
分
か
っ
て
る
」

ア
リ
ス
「
私
に
任
せ
ろ
！
」

ア
リ
ス
は
そ
う
告
げ
る
と
、
サ
バ
ー
ニ
ャ
を
０
０
ク
ア
ン
タ
と
Ｓ
フ
リ
ー
ダ
ム
、

∞
ジ
ャ
ス
テ
ィ
ス
の
前
に
出
し
、
全
て
の
ホ
ル
ス
タ
ー
ビ
ッ
ト
と
ラ
イ
フ
ル
ビ

ッ
ト
を
展
開
す
る
。
そ
し
て
―
―
―

ア
リ
ス
「
行
く
ぞ
、
ハ
ロ
！
」

ハ
ロ
×
２
＜
リ
ョ
ウ
カ
イ
、
リ
ョ
ウ
カ
イ
！
＞
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ハ
ロ
の
返
答
と
同
時
に
全
モ
ニ
タ
ー
に
フ
ォ
ロ
ス
ク
リ
ー
ン
が
展
開
さ
れ
、
進

行
方
向
に
い
る
全
て
の
ザ
フ
ト
Ｍ
Ｓ
が
ロ
ッ
ク
さ
れ
る
。
そ
し
て
―
―
―

ア
リ
ス
「
乱
れ
撃
つ
！
！
」

ア
リ
ス
の
言
葉
と
同
時
に
放
た
れ
た
豪
雨
の
様
な
ビ
ー
ム
の
嵐
に
進
路
上
に
い

る
多
数
の
ザ
フ
ト
Ｍ
Ｓ
は
四
肢
を
破
壊
さ
れ
、
達
磨
と
な
っ
た
。

そ
し
て
、
尚
も
ビ
ー
ム
を
放
ち
続
け
な
が
ら
進
行
す
る
サ
バ
ー
ニ
ャ
を
追
い
越

し
、
今
度
は
ハ
ル
ー
ト
が
前
に
出
た
。

ア
リ
ア
「
マ
リ
ア
！
反
射
と
思
考
の
融
合
」

マ
リ
ア
「
分
か
っ
て
る
！
」

ア
リ
ア
の
言
葉
に
マ
リ
ア
が
答
え
る
と
同
時
に
ハ
ル
ー
ト
に
搭
載
さ
れ
て
い
た

マ
ル
ー
ト
シ
ス
テ
ム
が
起
動
し
、
ハ
ル
ー
ト
の
頭
部
は
二
つ
目
か
ら
六
つ
目
へ

と
変
化
し
、
マ
ル
ー
ト
へ
と
変
わ
る
。

そ
れ
と
同
時
に
マ
ル
ー
ト
か
ら
は
多
数
の
シ
ザ
ー
ビ
ッ
ト
が
射
出
さ
れ
た
。
そ

し
て
、
マ
ル
ー
ト
か
ら
放
た
れ
る
ビ
ー
ム
と
シ
ザ
ー
ビ
ッ
ト
に
よ
っ
て
ザ
フ
ト

Ｍ
Ｓ
は
四
肢
を
撃
ち
抜
き
、
切
り
裂
か
れ
達
磨
と
な
る
。

ア
リ
ア
「
こ
れ
が
イ
ノ
ベ
イ
タ
ー
の
力
よ
！
」
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マ
リ
ア
「
違
う
！
こ
れ
は
未
来
を
切
り
開
く
力
！
！
」

サ
バ
ー
ニ
ャ
と
マ
ル
ー
ト
に
よ
っ
て
メ
サ
イ
ア
へ
と
向
か
う
道
が
一
気
に
開
か

れ
る
。
そ
し
て
―
―
―

ア
リ
ス
「
姉
さ
ん
！
！
」

ア
リ
ス
か
ら
放
た
れ
た
言
葉
で
開
か
れ
た
道
を
一
気
に
駆
け
ぬ
け
る
シ
ル
ヴ
ィ

と
キ
ラ
、
ア
ス
ラ
ン
。
が
、
あ
と
少
し
で
辿
り
つ
け
る
と
い
う
所
で
横
合
い
か

ら
ザ
フ
ト
Ｍ
Ｓ
が
攻
撃
を
仕
掛
け
て
き
た
。

シ
ル
ヴ
ィ
は
０
０
ク
ア
ン
タ
の
ソ
ー
ド
ビ
ッ
ト
を
展
開
し
、
Ｇ
Ｎ
フ
ィ
ー
ル
ド

で
そ
の
攻
撃
を
防
ぐ
。

シ
ル
ヴ
ィ
「
私
達
は
戦
う
為
に
来
た
訳
で
は
―
―
―
―
」

シ
ル
ヴ
ィ
が
そ
う
口
に
し
た
瞬
間
、
ビ
ー
ム
の
雨
が
ザ
フ
ト
Ｍ
Ｓ
に
降
り
注
ぐ
。

そ
し
て
―
―
―

ム
ゥ
「
何
を
躊
躇
し
て
ん
だ
。
生
き
る
為
に
戦
え
と
言
っ
た
の
は
お
前
ら
の
筈

だ
ろ
！
！
」

現
れ
た
の
は
太
陽
炉
を
搭
載
し
た
ア
カ
ツ
キ
と
そ
の
指
揮
下
に
入
っ
て
い
る
多



12

数
の
ブ
レ
イ
ヴ
だ
。

ム
ゥ
「
例
え
、
矛
盾
を
孕
も
う
と
存
在
し
続
け
る
。
そ
れ
が
生
き
る
こ
と
だ
と

！
ト
ラ
ン
ザ
ム
！
！
」

ア
カ
ツ
キ
が
ト
ラ
ン
ザ
ム
を
使
う
と
同
時
に
ブ
レ
イ
ヴ
部
隊
も
ト
ラ
ン
ザ
ム
を

使
い
、
周
辺
に
集
ま
り
つ
つ
あ
っ
た
ザ
フ
ト
Ｍ
Ｓ
を
一
掃
し
て
い
く
。
そ
し
て

―
―
―

ム
ゥ
「
行
け
、
坊
主
共
！
未
来
を
斬
り
開
け
！
！
」

そ
の
言
葉
に
シ
ル
ヴ
ィ
達
は
無
言
で
頷
き
、
メ
サ
イ
ア
へ
と
向
か
っ
て
行
く
。

そ
の
頃
、
ア
リ
ス
達
は
ザ
フ
ト
に
よ
る
四
方
八
方
か
ら
の
攻
撃
を
受
け
て
い
た
。

複
数
の
ホ
ル
ス
タ
ー
ビ
ッ
ト
が
艦
砲
射
撃
を
防
ぎ
切
れ
ず
に
破
壊
さ
れ
る
。
そ

ん
な
状
況
に
追
い
詰
め
ら
れ
、
悪
態
を
つ
き
な
が
ら
も
諦
め
な
い
。

ア
リ
ス
「
く
そ
！
だ
が
、
ま
だ
だ
！
ト
ラ
ン
ザ
ム
！
！
」

サ
バ
ー
ニ
ャ
は
ト
ラ
ン
ザ
ム
を
使
い
一
気
に
加
速
し
、
Ｍ
Ｓ
が
い
な
い
上
方
へ

と
向
か
う
。
そ
し
て
、
ザ
フ
ト
Ｍ
Ｓ
を
ロ
ッ
ク
し
、
ミ
サ
イ
ル
と
ビ
ー
ム
の
雨

を
放
っ
た
。
そ
の
頃
、
ア
リ
ア
と
マ
リ
ア
は
と
言
う
と
―
―
―
―
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ア
リ
ア
「
い
け
な
い
！
」

マ
リ
ア
「
姉
さ
ん
！
？
」

ザ
フ
ト
Ｍ
Ｓ
の
集
中
砲
火
を
受
け
て
い
た
ダ
ガ
ー
Ｌ
の
救
出
へ
と
向
か
っ
て
い

た
。
Ｇ
Ｎ
キ
ャ
ノ
ン
と
Ｇ
Ｎ
ソ
ー
ド
ラ
イ
フ
ル
か
ら
ビ
ー
ム
を
放
ち
、
ザ
フ
ト

Ｍ
Ｓ
の
四
肢
を
破
壊
し
無
力
化
す
る
。

ア
リ
ア
「
イ
ザ
ー
ク
と
か
だ
っ
た
ら
こ
の
行
為
を
偽
善
だ
っ
て
言
う
ん
だ
ろ
う

な
」

マ
リ
ア
「
そ
れ
で
も
善
だ
よ
」

ア
リ
ア
「
そ
う
ね
。
私
達
は
命
を
見
捨
て
た
り
は
し
な
い
！
ト
ラ
ン
ザ
ム
！
！
」

ア
リ
ア
は
そ
う
告
げ
な
が
ら
マ
ル
ー
ト
を
飛
行
形
態
へ
と
変
化
さ
せ
ビ
ー
ム
を

放
ち
な
が
ら
そ
の
場
か
ら
移
動
し
た
。
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機
動
戦
士
ガ
ン
ダ
ム
Ｓ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
 

Ｄ
ｅ
ｓ
ｔ
ｉ
ｎ
ｙ
 

Ｚ
ｅ
ｒ
ｏ
 

最
終
話
案
そ
の
１
（
後
書
き
）

は
い
！
非
常
に
中
途
半
端
な
終
わ
り
方
を
し
て
ま
す
ね
。

今
は
２
人
の
転
生
者
を
メ
イ
ン
に
書
き
進
め
て
ま
す
が
、
ガ
ン
ダ
ム
Ｓ
Ｅ
Ｅ
Ｄ

 
Ｚ
ｅ
ｒ
ｏ
も
い
つ
か
再
開
で
き
た
ら
と
思
っ
て
ま
す
。
（
真
剣
に
）
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も
し
、
Ｉ
Ｓ
の
世
界
が
ガ
ン
ダ
ム
０
０
っ
ぽ
か
っ
た
ら
（
前
書
き
）

こ
れ
も
前
作
同
様
、
劇
場
版
ガ
ン
ダ
ム
０
０
影
響
を
受
け
て
ま
す
。
（
笑
）

配
役
的
に
は
以
下
の
感
じ
で
す
。

刹
那
＝
Ｆ
＝
セ
イ
エ
イ
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
：
織
斑
 

一
夏
（
Ｉ
Ｓ
：
０
０
ク
ア
ン

タ
）

ロ
ッ
ク
オ
ン
＝
ス
ト
ラ
ト
ス
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
：
セ
シ
リ
ア
＝
オ
ル
コ
ッ
ト
（
Ｉ

Ｓ
：
サ
バ
ー
ニ
ャ
）

ア
レ
ル
ヤ
＝
ハ
プ
テ
ィ
ズ
ム
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
：
シ
ャ
ル
ロ
ッ
ト
＝
デ
ュ
ノ
ア
（

Ｉ
Ｓ
：
ハ
ル
ー
ト
）

テ
ィ
エ
リ
ア
＝
ア
ー
デ
（
マ
イ
ス
タ
ー
ｖ
ｅ
ｒ
）
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
：
鳳
 

鈴
音

（
Ｉ
Ｓ
：
ラ
フ
ァ
エ
ル
）

テ
ィ
エ
リ
ア
＝
ア
ー
デ
（
小
型
タ
ー
ミ
ナ
ル
ユ
ニ
ッ
ト
）
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
：
篠

ノ
之
 

束

ソ
ー
マ
＝
ピ
ー
リ
ス
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
：
ラ
ウ
ラ
＝
ボ
ー
デ
ビ
ッ
ヒ
（
Ｉ
Ｓ
：
ハ

ル
ー
ト
）

ス
メ
ラ
ギ
＝
李
＝
ノ
リ
エ
ガ
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
：
織
斑
 

千
冬

フ
ェ
ル
ト
＝
グ
レ
イ
ス
＆
ミ
レ
イ
ナ
＝
ヴ
ァ
ス
テ
ィ
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
：
山
田
 

麻
耶
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グ
ラ
ハ
ム
＝
エ
ー
カ
ー
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
：
織
斑
 

マ
ド
カ
（
Ｉ
Ｓ
：
ブ
レ
イ
ヴ

指
揮
官
仕
様
）

カ
テ
ィ
＝
マ
ネ
キ
ン
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
：
ナ
タ
ー
シ
ャ
＝
フ
ァ
イ
ル
ス

そ
の
他
特
別
出
演
（
？
）
キ
ャ
ラ
：
篠
ノ
之
 

箒
（
Ｉ
Ｓ
：
∞
ジ
ャ
ス
テ
ィ
ス
）

＆
更
識
 

簪
（
Ｉ
Ｓ
：
ス
ト
ラ
イ
ク
フ
リ
ー
ダ
ム
）
＆
更
識
 

楯
無
（
Ｉ
Ｓ
：

ガ
ッ
デ
ス
）

（
活
動
報
告
時
と
は
一
部
変
更
さ
れ
て
ま
す
）
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も
し
、
Ｉ
Ｓ
の
世
界
が
ガ
ン
ダ
ム
０
０
っ
ぽ
か
っ
た
ら

セ
シ
リ
ア
「
こ
れ
は
…
！
？
」

簪
「
来
た
の
…
…
？
」

シ
ャ
ル
「
ま
っ
た
く
！
」

ラ
ウ
ラ
「
遅
い
ぞ
！
」

鈴
「
ヒ
ー
ロ
ー
は
遅
れ
て
く
る
っ
て
奴
ね
！
」

楯
無
「
い
い
と
こ
取
り
を
狙
っ
て
た
の
か
し
ら
？
」

箒
「
待
ち
か
ね
た
ぞ
！
」

マ
ド
カ
「
織
斑
一
夏
！
！
」

Ｅ
Ｌ
Ｓ
と
の
乱
戦
の
中
、
颯
爽
と
現
れ
た
Ｉ
Ｓ
と
そ
の
操
縦
者
に
喜
色
の
籠
っ

た
声
を
出
す
８
人
。

束
「
い
っ
く
ん
。
対
話
の
為
に
は
Ｅ
Ｌ
Ｓ
の
中
枢
に
向
か
う
必
要
が
あ
る
よ
」

一
夏
「
分
か
っ
て
る
」

束
の
言
葉
に
一
夏
は
頷
い
て
答
え
る
。
す
る
と
、
そ
こ
に
セ
シ
リ
ア
と
簪
か
ら

通
信
が
入
っ
て
来
た
。

簪
「
そ
う
い
う
こ
と
だ
っ
た
ら
―
―
―
」

セ
シ
リ
ア
「
わ
た
く
し
達
に
お
任
せ
下
さ
い
！
」
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簪
と
セ
シ
リ
ア
は
そ
う
告
げ
る
と
一
夏
の
前
に
出
た
。
そ
し
て
、
ス
ト
ラ
イ
ク

フ
リ
ー
ダ
ム
に
搭
載
さ
れ
て
い
る
８
基
の
ド
ラ
グ
ー
ン
と
、
サ
バ
ー
ニ
ャ
に
搭

載
さ
れ
て
い
る
１
４
基
の
ホ
ル
ス
タ
ー
ビ
ッ
ト
と
ラ
イ
フ
ル
ビ
ッ
ト
?
を
展
開

す
る
。
そ
し
て
―
―
―

セ
シ
リ
ア
「
行
き
ま
す
わ
よ
、
ハ
ロ
！
簪
さ
ん
！
！
」

ハ
ロ
＜
リ
ョ
ウ
カ
イ
、
リ
ョ
ウ
カ
イ
！
＞

簪
「
う
ん
！
」

セ
シ
リ
ア
の
言
葉
に
簪
と
サ
バ
ー
ニ
ャ
の
Ａ
．
Ｉ
．
『
ハ
ロ
』
が
返
答
す
る
と

同
時
に
セ
シ
リ
ア
の
目
の
前
に
フ
ォ
ロ
ス
ク
リ
ー
ン
が
展
開
さ
れ
、
簪
の
方
は

マ
ル
チ
ロ
ッ
ク
オ
ン
シ
ス
テ
ム
を
起
動
さ
せ
、
一
夏
の
進
行
上
に
い
る
全
て
の

Ｅ
Ｌ
Ｓ
を
ロ
ッ
ク
す
る
。
そ
し
て
―
―
―

簪
「
乱
れ
―
―
―
」

セ
シ
リ
ア
「
―
―
―
撃
ち
ま
す
わ
よ
！
」

セ
シ
リ
ア
と
簪
の
言
葉
と
同
時
に
サ
バ
ー
ニ
ャ
か
ら
放
た
れ
る
嵐
の
様
な
ビ
ー

ム
と
、
ス
ト
ラ
イ
ク
フ
リ
ー
ダ
ム
の
ハ
イ
マ
ッ
ト
フ
ル
バ
ー
ス
ト
に
よ
る
攻
撃

で
、
進
路
上
に
い
る
多
数
の
Ｅ
Ｌ
Ｓ
は
破
壊
さ
せ
た
。

そ
し
て
、
尚
も
攻
撃
を
続
け
な
が
ら
進
行
す
る
セ
シ
リ
ア
と
簪
を
追
い
越
し
、

今
度
は
シ
ャ
ル
と
ラ
ウ
ラ
、
鈴
が
前
に
出
る
。
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シ
ャ
ル
「
ラ
ウ
ラ
！
反
射
と
思
考
の
融
合
だ
よ
」

ラ
ウ
ラ
「
了
解
！
」

鈴
「
あ
ん
た
達
、
し
く
じ
る
ん
じ
ゃ
な
い
わ
よ
！
」

シ
ャ
ル
＆
ラ
ウ
ラ
「
当
然
！
！
」

だ

シ
ャ
ル
の
言
葉
に
ラ
ウ
ラ
が
返
答
す
る
と
同
時
に
ハ
ル
ー
ト
に
搭
載
さ
れ
て
い

た
マ
ル
ー
ト
シ
ス
テ
ム
が
起
動
し
、
マ
ル
ー
ト
へ
と
変
わ
る
。

そ
し
て
、
マ
ル
ー
ト
の
単
一
機
能
で
あ
る
コ
ア
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
る
共
鳴

に
よ
り
シ
ャ
ル
と
ラ
ウ
ラ
は
精
神
的
な
リ
ン
ク
を
果
た
し
、
シ
ャ
ル
が
思
考
を

担
当
、
ラ
ウ
ラ
が
反
射
を
担
当
す
る
こ
と
で
マ
ル
ー
ト
の
真
の
能
力
が
解
放
さ

れ
た
。

マ
ル
ー
ト
か
ら
は
多
数
の
シ
ザ
ー
ビ
ッ
ト
が
射
出
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
マ
ル
ー

ト
か
ら
放
た
れ
る
ビ
ー
ム
と
シ
ザ
ー
ビ
ッ
ト
に
よ
っ
て
Ｅ
Ｌ
Ｓ
を
撃
ち
抜
き
、

切
り
裂
か
れ
て
い
く
。

ラ
ウ
ラ
「
こ
れ
が
我
々
の
力
だ
！
」

シ
ャ
ル
「
違
う
！
こ
れ
は
未
来
を
切
り
開
く
力
だ
！
！
」

シ
ャ
ル
と
ラ
ウ
ラ
に
よ
っ
て
多
数
の
Ｅ
Ｌ
Ｓ
が
屠
ら
れ
て
い
る
頃
、
鈴
は
ラ
フ

ァ
エ
ル
の
Ｇ
Ｎ
ビ
ッ
グ
キ
ャ
ノ
ン
で
、
Ｅ
Ｌ
Ｓ
防
衛
戦
に
参
加
し
て
い
た
巡
洋

艦
を
取
り
込
も
う
と
し
て
い
た
大
型
Ｅ
Ｌ
Ｓ
を
破
壊
し
て
い
た
。

そ
し
て
、
セ
シ
リ
ア
と
簪
、
シ
ャ
ル
、
ラ
ウ
ラ
、
鈴
の
攻
撃
に
よ
っ
て
超
大
型

Ｅ
Ｌ
Ｓ
へ
と
向
か
う
道
が
一
気
に
開
か
れ
る
。



20

鈴
「
一
夏
！
今
よ
！
！
」

セ
シ
リ
ア
「
行
っ
て
下
さ
い
ま
し
！
」

鈴
と
セ
シ
リ
ア
の
言
葉
に
一
夏
は
頷
き
、
開
か
れ
た
道
を
一
気
に
駆
け
ぬ
け
る
。

そ
し
て
―
―
―

簪
「
お
姉
ち
ゃ
ん
も
行
っ
て
！
」

楯
無
「
簪
ち
ゃ
ん
！
？
」

シ
ャ
ル
「
箒
も
行
き
な
よ
！
」

ラ
ウ
ラ
「
嫁
の
こ
と
を
頼
む
ぞ
！
」

箒
「
シ
ャ
ル
ロ
ッ
ト
！
？
ラ
ウ
ラ
！
！
？
」

シ
ャ
ル
と
ラ
ウ
ラ
、
簪
の
言
葉
に
箒
と
楯
無
は
驚
く
。
が
、
３
人
の
意
思
を
汲

み
取
っ
た
２
人
は
静
か
に
頷
く
と
一
夏
を
追
い
掛
け
て
行
っ
た
。

そ
し
て
、
一
夏
に
追
い
つ
い
た
箒
と
楯
無
は
Ｅ
Ｌ
Ｓ
へ
と
確
実
に
近
付
い
て
行

く
。
が
、
あ
と
少
し
で
辿
り
つ
け
る
と
い
う
所
で
横
合
い
か
ら
Ｅ
Ｌ
Ｓ
の
攻
撃

を
受
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。

一
夏
が
咄
嗟
に
ソ
ー
ド
ビ
ッ
ト
を
展
開
し
、
Ｇ
Ｎ
フ
ィ
ー
ル
ド
で
そ
の
攻
撃
を

防
い
だ
こ
と
で
３
人
に
ダ
メ
ー
ジ
は
無
い
。
が
、
攻
撃
は
止
む
こ
と
な
く
続
く
。

一
夏
「
俺
達
は
戦
う
為
に
来
た
訳
で
は
―
―
―
―
」
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一
夏
が
そ
う
口
に
し
た
瞬
間
、
ビ
ー
ム
の
雨
が
Ｅ
Ｌ
Ｓ
に
降
り
注
い
だ
。
そ
し

て
―
―
―

マ
ド
カ
「
何
を
躊
躇
し
て
い
る
、
織
斑
一
夏
！
生
き
る
為
に
戦
え
と
言
っ
た
の

は
お
前
の
筈
だ
！
！
」

現
れ
た
の
は
ブ
レ
イ
ヴ
指
揮
官
仕
様
の
搭
乗
者
で
あ
る
織
斑
マ
ド
カ
と
、
そ
の

指
揮
下
に
入
っ
て
い
る
多
数
の
ブ
レ
イ
ヴ
部
隊
だ
っ
た
。

マ
ド
カ
「
例
え
、
矛
盾
を
孕
も
う
と
存
在
し
続
け
る
。
そ
れ
が
生
き
る
こ
と
だ

と
！
―
―
―
―
ト
ラ
ン
ザ
ム
！
！
」

Ｅ
Ｌ
Ｓ
の
攻
撃
を
紙
一
重
で
か
わ
し
な
が
ら
反
撃
し
続
け
る
マ
ド
カ
。
が
、
そ

れ
だ
け
の
技
量
が
あ
っ
て
も
、
圧
倒
的
な
物
量
の
前
で
は
長
く
持
つ
訳
も
無
く
、

Ｇ
Ｎ
ド
ラ
イ
ヴ
を
搭
載
し
た
右
ス
ラ
ス
タ
ー
を
撃
ち
抜
か
れ
る
。

例
え
、
も
う
１
基
Ｇ
Ｎ
ド
ラ
イ
ヴ
を
搭
載
し
て
い
て
、
ト
ラ
ン
ザ
ム
で
出
力
を

上
昇
さ
せ
て
も
、
片
方
が
破
壊
さ
れ
て
は
能
力
が
格
段
に
低
下
す
る
。

開
発
者
で
あ
る
が
故
に
そ
れ
を
理
解
し
て
い
た
一
夏
は
マ
ド
カ
の
元
に
向
か
お

う
と
す
る
が
、
そ
れ
は
マ
ド
カ
の
一
斉
に
よ
っ
て
止
め
ら
れ
る
。

「
私
に
構
う
な
！
行
け
、
織
斑
一
夏
！
！
生
き
て
未
来
を
斬
り
開
け
！
！
」
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マ
ド
カ
の
言
葉
に
一
夏
達
は
唇
を
噛
み
締
め
な
が
ら
頷
き
、
マ
ド
カ
と
ブ
レ
イ

ヴ
部
隊
を
背
に
超
大
型
Ｅ
Ｌ
Ｓ
へ
と
向
か
っ
て
行
っ
た
。

一
夏
達
が
超
大
型
Ｅ
Ｌ
Ｓ
へ
と
先
行
し
て
い
る
時
、
Ｉ
Ｓ
学
園
所
有
の
母
艦
は

織
斑
千
冬
の
指
揮
の
下
、
Ｅ
Ｌ
Ｓ
へ
と
攻
撃
を
行
っ
て
い
た
。

麻
耶
「
織
斑
君
、
先
行
し
て
い
き
ま
す
」

千
冬
「
頼
む
ぞ
、
一
夏
。
…
…
艦
の
汚
染
状
況
と
連
合
艦
隊
の
損
失
は
ど
う
な

っ
て
い
る
？
」

麻
耶
「
１
５
％
を
超
え
ま
し
た
！
連
合
艦
隊
の
損
失
は
５
５
％
で
す
！
！
」

千
冬
が
麻
耶
か
ら
の
報
告
を
受
け
た
直
後
、
連
合
の
防
衛
戦
総
司
令
官
を
務
め

る
ナ
タ
ー
シ
ャ
＝
フ
ァ
イ
ル
ス
か
ら
通
信
が
入
っ
た
。

ナ
タ
ー
シ
ャ
「
ブ
リ
ュ
ン
ヒ
ル
デ
」

千
冬
「
ナ
タ
ー
シ
ャ
＝
フ
ァ
イ
ル
ス
。
も
う
少
し
だ
け
持
ち
堪
え
ろ
」

ナ
タ
ー
シ
ャ
「
な
！
？
勝
機
が
あ
る
と
で
も
言
う
の
？
」

千
冬
「
い
や
、
無
い
」

ナ
タ
ー
シ
ャ
「
な
っ
！
な
ん
で
す
っ
て
！
！
」

千
冬
「
だ
が
、
希
望
は
あ
る
！
！
」

そ
の
頃
、
セ
シ
リ
ア
達
は
Ｅ
Ｌ
Ｓ
と
の
乱
戦
で
四
方
八
方
か
ら
の
攻
撃
を
受
け

て
い
た
。
セ
シ
リ
ア
は
Ｉ
Ｓ
へ
と
姿
を
変
え
た
Ｅ
Ｌ
Ｓ
か
ら
の
攻
撃
で
左
マ
ニ

ピ
ュ
レ
ー
タ
ー
を
破
壊
さ
れ
た
状
態
で
奮
戦
し
て
い
た
。
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そ
の
時
、
巡
洋
艦
へ
と
姿
を
変
え
た
大
型
Ｅ
Ｌ
Ｓ
の
主
砲
が
簪
を
狙
っ
て
い
る

所
を
セ
シ
リ
ア
は
目
に
し
、
巡
洋
艦
Ｅ
Ｌ
Ｓ
と
簪
の
間
に
１
０
枚
の
ホ
ル
ス
タ

ー
ビ
ッ
ト
を
展
開
し
、
攻
撃
を
防
ぐ
。

セ
シ
リ
ア
「
簪
さ
ん
！
！
」

が
、
そ
れ
で
も
艦
砲
射
撃
を
防
ぎ
切
れ
ず
、
何
枚
か
の
ホ
ル
ス
タ
ー
ビ
ッ
ト
は

破
壊
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
ん
な
状
況
に
追
い
詰
め
ら
れ
、
セ
シ
リ
ア
は

悪
態
を
つ
き
な
が
ら
も
諦
め
よ
う
と
は
し
な
い
。

簪
「
セ
シ
リ
ア
さ
ん
。
あ
り
が
と
う
…
…
」

セ
シ
リ
ア
「
ど
う
い
た
し
ま
し
て
。
そ
れ
に
し
て
も
、
多
勢
に
無
勢
に
も
程
が

あ
り
ま
す
わ
ね
」

簪
「
う
ん
。
で
も
、
ま
だ
だ
よ
」

セ
シ
リ
ア
「
そ
う
で
す
わ
ね
。
簪
さ
ん
、
行
き
ま
す
わ
よ
！
」

簪
「
う
ん
！
」

セ
シ
リ
ア
＆
簪
「
ト
ラ
ン
ザ
ム
！
！
」

セ
シ
リ
ア
と
簪
は
ト
ラ
ン
ザ
ム
を
使
い
一
気
に
加
速
し
、
Ｅ
Ｌ
Ｓ
が
い
な
い
上

方
へ
と
向
か
う
。
そ
し
て
、
自
分
達
の
下
方
に
い
る
Ｅ
Ｌ
Ｓ
を
ロ
ッ
ク
し
、
ミ

サ
イ
ル
と
ビ
ー
ム
、
レ
ー
ル
ガ
ン
の
雨
を
放
っ
た
。

そ
の
頃
、
シ
ャ
ル
と
ラ
ウ
ラ
、
鈴
は
と
言
う
と
―
―
―
―

シ
ャ
ル
「
い
け
な
い
！
」

ラ
ウ
ラ
「
シ
ャ
ル
ロ
ッ
ト
！
？
」
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鈴
「
も
う
遅
い
わ
よ
」

戦
闘
中
に
Ｅ
Ｌ
Ｓ
に
取
り
込
ま
れ
そ
う
に
な
っ
て
い
る
Ｉ
Ｓ
操
縦
者
を
発
見
し
、

シ
ャ
ル
は
救
助
へ
と
向
か
お
う
と
し
て
い
た
。

す
で
に
Ｉ
Ｓ
の
４
割
が
Ｅ
Ｌ
Ｓ
に
取
り
込
ま
れ
て
い
る
為
、
鈴
は
シ
ャ
ル
を
止

め
よ
う
と
す
る
。
し
か
し
―
―
―

シ
ャ
ル
「
そ
れ
で
も
行
く
よ
！
」

シ
ャ
ル
は
そ
う
告
げ
る
と
、
Ｉ
Ｓ
操
縦
者
の
シ
ー
ル
ド
バ
リ
ア
と
絶
対
防
御
を

制
御
す
る
部
分
以
外
の
汚
染
さ
れ
て
い
る
パ
ー
ツ
の
み
を
破
壊
し
、
操
縦
者
を

助
け
出
し
た
。

が
、
こ
の
時
に
マ
ル
ー
ト
の
右
ブ
ー
ス
タ
ー
が
Ｅ
Ｌ
Ｓ
に
掴
ま
れ
、
汚
染
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
。
シ
ャ
ル
は
即
座
に
ブ
ー
ス
タ
ー
を
切
り
離
し
、
破
壊
し
て
か

ら
再
び
Ｅ
Ｌ
Ｓ
へ
の
攻
撃
に
復
帰
す
る
。

鈴
「
全
く
。
人
助
け
も
い
い
け
ど
、
そ
れ
で
自
分
が
危
険
に
さ
ら
さ
れ
た
ら
意

味
無
い
で
し
ょ
。
そ
ん
な
の
偽
善
み
た
い
な
も
ん
よ
！
」

シ
ャ
ル
「
そ
れ
で
も
善
だ
！
僕
は
命
を
見
捨
て
た
り
し
た
く
な
い
！
！
―
―
―

―
ト
ラ
ン
ザ
ム
！
！
」

鈴
の
言
葉
に
シ
ャ
ル
は
そ
う
返
答
す
る
と
ビ
ー
ム
を
放
ち
な
が
ら
そ
の
場
か
ら

移
動
し
た
。
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も
し
、
Ｉ
Ｓ
の
世
界
が
ガ
ン
ダ
ム
０
０
っ
ぽ
か
っ
た
ら
（
後
書
き
）

こ
れ
ま
た
中
途
半
端
な
終
わ
り
方
！
（
笑
）

ま
、
気
ま
ぐ
れ
Ｓ
Ｓ
だ
か
ら
仕
方
な
い
か
…
…
。

ち
な
み
に
作
者
は
未
だ
に
劇
場
版
ガ
ン
ダ
ム
０
０
ネ
タ
を
引
き
摺
っ
て
ま
す
。

エ
ミ
リ
ア

（
笑
）
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な
ん
ち
ゃ
っ
て
２
人
の
転
生
者
 

疾
風
伝
　
そ
の
１
（
前
書
き
）

こ
れ
ま
た
ネ
タ
ま
み
れ
の
気
ま
ぐ
れ
Ｓ
Ｓ
で
す
。
（
笑
）

話
の
流
れ
は
第
五
次
忍
界
大
戦
で
、
う
ち
は
マ
ダ
ラ
に
サ
ス
ケ
と
ナ
ル
ト
が
捕

ま
っ
て
、
外
道
魔
像
に
尾
獣
を
抜
か
れ
よ
う
と
し
て
る
所
と
思
っ
て
下
さ
い
。



28

な
ん
ち
ゃ
っ
て
２
人
の
転
生
者
 

疾
風
伝
　
そ
の
１

マ
ダ
ラ
「
争
い
無
き
新
世
界
の
為
に
貴
様
ら
の
命
、
貰
い
受
け
る
」

う
ち
は
マ
ダ
ラ
が
そ
う
告
げ
る
と
、
幻
術
に
よ
っ
て
体
の
自
由
を
奪
わ
れ
た
サ

ス
ケ
と
ナ
ル
ト
か
ら
九
尾
と
三
尾
の
?
チ
ャ
ク
ラ
?
が
『
外
道
魔
像
』
に
吸
収

さ
れ
始
め
た
。

ナ
ル
ト
「
ぐ
あ
あ
あ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
」

サ
ス
ケ
「
が
あ
あ
あ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
」

尾
獣
の
?
チ
ャ
ク
ラ
?
を
引
き
抜
か
れ
る
苦
痛
に
よ
り
断
末
魔
の
叫
び
声
を
上

げ
る
サ
ス
ケ
と
ナ
ル
ト
。

そ
し
て
、
そ
の
姿
に
笑
み
を
浮
か
べ
る
マ
ダ
ラ
。
し
か
し
、
そ
の
笑
み
を
浮
か

べ
て
い
ら
れ
る
の
は
僅
か
な
時
間
だ
っ
た
。

ナ
ル
ト
＆
サ
ス
ケ
「
な
ん
つ
っ
て
な
！
」

マ
ダ
ラ
「
な
っ
！
！
？
」

ナ
ル
ト
「
６
体
の
尾
獣
を
封
印
し
て
る
外
道
魔
像
。
そ
い
つ
が
無
け
り
ゃ
、
人

柱
力
か
ら
尾
獣
を
引
き
抜
く
こ
と
は
で
き
ね
ぇ
よ
な
」
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サ
ス
ケ
「
だ
が
、
逆
に
お
前
が
外
道
魔
像
か
ら
尾
獣
を
奪
わ
れ
る
と
は
思
わ
な

か
っ
た
の
か
！
！
」

ナ
ル
ト
と
サ
ス
ケ
が
そ
う
告
げ
る
と
同
時
に
外
道
魔
像
へ
と
吸
収
さ
れ
て
い
た

尾
獣
の
力
が
、
逆
に
ナ
ル
ト
と
サ
ス
ケ
に
吸
収
さ
れ
始
め
た
。

サ
ス
ケ
「
俺
ら
が
全
て
貰
い
受
け
る
」

ナ
ル
ト
「
俺
達
が
全
て
貰
い
受
け
る
」
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な
ん
ち
ゃ
っ
て
２
人
の
転
生
者
 

疾
風
伝
　
そ
の
１
（
後
書
き
）

元
ネ
タ
は
鋼
の
錬
金
術
師
の
お
父
様
と
グ
リ
ー
ド
の
遣
り
取
り
で
す
ね
。

ホ
ム
ン
ク
ル
ス

ち
な
み
に
こ
の
場
合
、
サ
ス
ケ
と
ナ
ル
ト
は
外
道
魔
像
に
封
印
さ
れ
て
る
尾
獣

を
取
り
込
み
、
２
人
共
が
最
強
の
人
柱
力
と
な
り
ま
す
。
（
笑
）
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２
人
の
転
生
者
ｉ
ｎ
ネ
ギ
ま
　
麻
帆
良
祭
案
（
前
書
き
）

時
間
軸
的
に
は
麻
帆
良
祭
の
少
し
前
。
３
－
Ａ
の
出
し
物
を
決
め
よ
う
と
し
て

る
所
で
す
。

原
作
で
は
ネ
ギ
が
出
し
物
の
案
を
ま
と
め
る
進
行
係
を
し
て
ま
し
た
が
、
本
ネ

タ
で
は
教
育
の
一
環
と
し
て
進
行
役
も
生
徒
に
任
せ
て
い
る
と
思
っ
て
下
さ
い
。

尚
、
進
行
役
は
パ
ル
と
朝
倉
で
す
。
と
い
う
訳
で
本
文
に
移
行
し
ま
す
。
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２
人
の
転
生
者
ｉ
ｎ
ネ
ギ
ま
　
麻
帆
良
祭
案

朝
倉
「
そ
れ
じ
ゃ
あ
、
麻
帆
良
祭
で
ウ
チ
の
ク
ラ
ス
が
や
る
出
し
物
を
決
め
た

い
と
思
い
ま
す
。
や
り
た
い
も
の
が
あ
る
人
は
挙
手
し
て
ね
」

朝
倉
が
そ
う
告
げ
る
が
、
Ａ
ク
ラ
ス
で
挙
手
す
る
者
は
誰
も
い
な
か
っ
た
。
そ

の
状
況
に
朝
倉
は
溜
息
を
一
度
吐
い
て
か
ら
口
を
開
く
。

朝
倉
「
ち
ょ
っ
と
ち
ょ
っ
と
。
こ
ん
な
ん
じ
ゃ
何
時
ま
で
経
っ
て
も
出
し
物
な

ん
て
決
ま
ら
な
い
わ
よ
」

釘
宮
「
だ
っ
た
ら
、
朝
倉
が
ま
ず
案
を
出
し
て
よ
」

朝
倉
「
…
え
？
私
？
」

柿
崎
「
そ
う
そ
う
。
第
一
、
こ
う
い
う
の
っ
て
ま
ず
は
進
行
役
が
１
つ
目
の
案

を
出
す
の
が
セ
オ
リ
ー
よ
ね
」

朝
倉
「
…
…
…
そ
れ
じ
ゃ
あ
、
写
真
館
と
か
」

ま
さ
か
、
自
分
が
最
初
に
案
を
出
す
羽
目
に
な
る
と
は
思
っ
て
も
い
な
か
っ
た

朝
倉
は
咄
嗟
に
そ
う
口
に
し
た
。

そ
し
て
、
案
を
黒
板
に
板
書
す
る
役
目
で
あ
る
ハ
ル
ナ
は
１
つ
目
の
案
と
し
て

写
真
館
・
秘
密
の
覗
き
部
屋
と
黒
板
に
書
い
た
。
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何
と
も
微
妙
な
ハ
ル
ナ
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
セ
ン
ス
に
ク
ラ
ス
全
員
は
少
し
引
く
。

そ
し
て
、
こ
の
ま
ま
で
は
Ａ
ク
ラ
ス
の
出
し
物
が
ヤ
バ
く
な
る
と
感
じ
た
の
か
、

何
人
か
が
挙
手
を
し
た
。

朝
倉
「
ん
じ
ゃ
、
ゆ
え
っ
ち
」

夕
映
「
メ
イ
ド
喫
茶
は
ど
う
で
し
ょ
う
？
目
新
し
く
も
な
い
で
す
が
、
そ
れ
な

り
に
お
客
を
確
保
で
き
る
筈
で
す
」

メ
イ
ド
喫
茶
を
提
案
す
る
夕
映
。
そ
し
て
、
ハ
ル
ナ
は
黒
板
に
メ
イ
ド
喫
茶
・

こ
れ
が
私
の
ご
主
人
様
と
書
く
。
こ
れ
ま
た
何
と
も
微
妙
な
タ
イ
ト
ル
だ
。

朝
倉
「
う
、
う
～
ん
…
…
。
じ
ゃ
あ
、
次
ね
。
次
、
ま
き
絵
」

ま
き
絵
「
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
喫
茶
と
か
ど
う
か
な
？
ウ
ェ
イ
ト
レ
ス
が
全
員
ウ
エ

デ
ィ
ン
グ
姿
な
の
。
で
、
お
客
さ
ん
に
も
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
ド
レ
ス
の
貸
し
出
し

を
し
た
り
す
る
の
。

女
の
子
な
ら
誰
し
も
一
度
は
あ
こ
が
れ
る
と
思
う
か
ら
人
気
が
出
る
と
思
う
ん

だ
」

ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
喫
茶
を
提
案
す
る
ま
き
絵
。
そ
し
て
、
黒
板
に
は
ウ
エ
デ
ィ
ン

グ
喫
茶
・
人
生
の
墓
場
と
記
さ
れ
る
。
ハ
ル
ナ
の
店
名
セ
ン
ス
は
微
妙
過
ぎ
だ
。

朝
倉
「
ん
じ
ゃ
、
次
ね
。
次
、
超
」

超
「
中
華
喫
茶
は
ど
う
ネ
？
他
の
ク
ラ
ス
で
は
ま
ず
や
ら
な
い
だ
ろ
う
し
、
何

よ
り
こ
の
ク
ラ
ス
に
は
中
華
料
理
の
達
人
が
い
る
ネ
。
そ
も
そ
も
食
の
起
源
と

は
―
―
―
」
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何
や
ら
食
に
関
す
る
高
説
を
語
り
始
め
た
超
。
ハ
ル
ナ
は
そ
ん
な
話
を
完
全
に

無
視
し
、
黒
板
に
中
華
喫
茶
・
ヨ
ー
ロ
ピ
ア
ン
と
書
く
。

そ
し
て
、
ハ
ル
ナ
が
丁
度
書
き
終
え
た
直
後
。
教
室
の
扉
が
開
か
れ
た
。
現
れ

た
の
は
う
ち
は
サ
ス
ケ
だ
。

サ
ス
ケ
「
お
前
ら
、
麻
帆
良
祭
の
出
し
物
は
決
ま
っ
た
―
―
―
―
―
ど
う
や
ら
、

補
習
の
時
間
を
増
や
し
た
方
が
い
い
み
た
い
だ
な
」

黒
板
に
書
か
れ
て
い
る
文
字
を
見
て
、
サ
ス
ケ
は
溜
息
を
吐
い
た
後
に
そ
う
告

げ
た
。
そ
れ
に
対
す
る
ク
ラ
ス
の
反
応
は
―
―
―
―

ク
ラ
ス
「
せ
、
先
生
！
そ
れ
は
違
う
ん
で
す
！
！
そ
れ
は
パ
ル
が
勝
手
に
書
い

た
ん
で
す
！
私
達
が
馬
鹿
な
訳
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
」

ハ
ル
ナ
「
な
っ
！
わ
、
私
一
人
の
せ
い
に
し
な
い
で
よ
！
大
体
―
―
―
」

サ
ス
ケ
「
馬
鹿
者
！
み
っ
と
も
な
い
言
い
訳
す
ん
な
！
！
」

全
て
ハ
ル
ナ
が
悪
い
様
に
言
う
ク
ラ
ス
全
員
に
サ
ス
ケ
は
一
喝
し
た
。
そ
し
て

―
―
―
―

サ
ス
ケ
「
先
生
は
、
こ
ん
な
馬
鹿
な
こ
と
を
書
く
早
乙
女
を
選
ん
だ
こ
と
自
体

が
頭
の
悪
い
行
動
だ
と
言
っ
て
る
ん
や
！
！
」
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ハ
ル
ナ
に
と
っ
て
何
と
も
辛
辣
な
一
言
が
放
た
れ
た
の
だ
。
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２
人
の
転
生
者
ｉ
ｎ
ネ
ギ
ま
　
麻
帆
良
祭
案
（
後
書
き
）

元
ネ
タ
は
バ
カ
テ
ス
２
巻
で
す
。

割
と
マ
ッ
チ
ン
グ
す
る
様
な
気
が
し
て
る
の
で
、
少
し
編
集
し
て
本
編
に
使
用

す
る
つ
も
り
で
す
。

主
な
変
更
は
進
行
役
が
ハ
ル
ナ
１
人
と
い
う
こ
と
や
、
出
店
案
を
増
や
す
こ
と

で
す
か
ね
。

麻
帆
良
祭
編
が
始
ま
る
前
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
る
可
能
性
が
高
そ
う
で
す
。
（

笑
）
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２
人
に
転
生
者
　
う
ち
は
一
家
ｉ
ｎ
ぬ
ら
り
ひ
ょ
ん
の
孫
　
そ
の
１
？
（
前
書
き
）

こ
れ
は
最
近
、
活
動
報
告
に
上
げ
た
新
し
い
思
い
付
き
Ｓ
Ｓ
で
す
。

時
間
軸
は
鵺
（
安
倍
晴
明
）
再
誕
直
後
。
ネ
ギ
ま
世
界
で
の
出
来
事
終
了
直
後

の
う
ち
は
一
家
が
介
入
し
た
と
思
っ
て
下
さ
い
。
（
ネ
ギ
ま
の
世
界
で
も
奴
良

組
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
前
提
に
読
ん
で
下
さ
い
）
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２
人
に
転
生
者
　
う
ち
は
一
家
ｉ
ｎ
ぬ
ら
り
ひ
ょ
ん
の
孫
　
そ
の
１
？

リ
ク
オ
「
母
に
手
を
か
け
…
、
妖
怪
達
ま
で
ひ
っ
か
き
ま
わ
し
て
…
…
」

オ
レ

つ
ら
ら
「
リ
…
、
リ
ク
オ
様
！
！
」

リ
ク
オ
「
千
年
前
に
死
ん
だ
奴
が
、
こ
の
世
で
好
き
勝
手
や
っ
て
ん
じ
ゃ
ね
ぇ
」

晴
明
「
…
な
ん
だ
、
お
前
は
…
？
」

羽
衣
狐
の
寄
り
代
と
な
っ
て
い
た
山
吹
乙
女
の
体
を
抱
き
寄
せ
な
が
ら
『
祢
々

切
丸
』
の
切
先
を
向
け
る
リ
ク
オ
と
、
そ
れ
を
一
瞥
す
る
晴
明
。
リ
ク
オ
は
山

吹
乙
女
の
体
を
そ
の
場
に
横
た
え
、
『
祢
々
切
丸
』
を
構
え
る
。

リ
ク
オ
「
た
た
っ
斬
る
！
」

首
無
し
「
！
？
リ
…
、
リ
ク
オ
様
！
！
一
人
じ
ゃ
ダ
メ
だ
！
！
」

淡
島
「
リ
ク
オ
、
何
や
っ
て
ん
の
。
見
て
な
か
っ
た
の
か
、
今
の
ぉ
！
？
」

イ
タ
ク
「
…
…
援
護
す
る
ぞ
、
リ
ク
オ
を
」

ゆ
ら
「
奴
良
く
ん
…
（
め
…
）
」

つ
ら
ら
「
（
滅
せ
ら
れ
る
！
！
）
リ
ク
オ
様
ァ
ァ
」

晴
明
に
突
っ
込
ん
で
行
く
リ
ク
オ
と
、
リ
ク
オ
の
行
動
の
各
々
口
を
開
く
ゆ
ら
、

奴
良
組
妖
怪
、
遠
野
妖
怪
一
同
。

そ
し
て
、
晴
明
は
そ
ん
な
リ
ク
オ
の
攻
撃
を
人
差
し
指
１
つ
だ
け
で
止
め
て
見
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せ
る
。

リ
ク
オ
「
（
何
！
？
）
」

晴
明
「
な
る
程
…
、
『
祢
々
切
丸
』
か
。
た
し
か
に
い
い
刀
だ
。
だ
が
、
私
を

倒
す
程
の
力
で
は
な
い
」

晴
明
が
そ
う
告
げ
る
と
同
時
に
、
そ
の
指
先
に
は
五
行
思
想
の
五
芒
星
が
現
れ
、

『
祢
々
切
丸
』
に
は
罅
が
入
り
、
そ
の
刀
身
は
砕
け
散
っ
た
。

リ
ク
オ
「
ね
…
、
『
祢
々
切
丸
』
が
…
」

晴
明
「
お
前
が
鯉
半
の
真
の
息
子
か
」

リ
ク
オ
「
！
！
」

晴
明
「
力
が
足
り
ん
な
…
…
」

イ
タ
ク
「
リ
ク
オ
ォ
ォ
ォ
ォ
（
ま
に
…
、
あ
わ
ね
ぇ
！
！
）
」

『
祢
々
切
丸
』
が
砕
け
た
こ
と
で
呆
然
と
す
る
リ
ク
オ
と
、
そ
の
リ
ク
オ
に
刀

を
振
り
下
ろ
そ
う
と
す
る
晴
明
。
そ
し
て
、
リ
ク
オ
の
援
護
を
し
よ
う
と
し
て

い
た
イ
タ
ク
の
叫
び
が
そ
の
場
に
響
い
た
。

が
、
晴
明
の
凶
刃
が
リ
ク
オ
を
斬
り
裂
こ
う
と
す
る
刹
那
。
一
条
の
光
が
二
人

の
僅
か
な
隙
間
を
通
過
し
た
。

そ
の
衝
撃
に
よ
り
リ
ク
オ
は
吹
き
飛
ば
さ
れ
、
晴
明
は
少
し
だ
け
引
い
た
。
吹

き
飛
ば
さ
れ
た
リ
ク
オ
は
イ
タ
ク
や
淡
島
に
キ
ャ
ッ
チ
さ
れ
て
い
た
。

リ
ク
オ
と
晴
明
を
襲
っ
た
光
の
着
弾
点
に
は
畳
の
埃
が
舞
い
上
が
っ
て
る
。
そ

し
て
、
数
十
人
の
咳
き
込
む
声
が
聞
こ
え
て
き
た
。
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サ
ス
ケ
「
ゲ
ホ
！
ゲ
ホ
！
！
こ
、
こ
こ
は
ど
こ
や
？
」

舞
い
上
が
る
埃
が
晴
れ
、
姿
を
現
し
た
の
は
南
国
果
実
を
彷
彿
と
さ
せ
る
髪
型

の
男
と
数
十
人
の
女
性
の
集
団
だ
っ
た
。

い
や
、
正
確
に
は
男
２
人
に
対
し
て
女
が
数
十
人
の
集
団
。
和
装
姿
も
い
れ
ば
、

洋
装
姿
も
い
る
。
な
ん
と
も
協
調
性
が
皆
無
な
集
団
だ
っ
た
。

サ
ス
ケ
「
ん
？
あ
そ
こ
に
居
ん
の
は
リ
ク
オ
や
ん
。
何
で
、
別
の
世
界
に
居
る

ん
や
？
…
…
ま
、
え
え
か
。
お
～
い
、
リ
ク
オ
～
！
」

リ
ク
オ
「
（
…
…
一
体
誰
だ
？
）
」

サ
ス
ケ
に
と
っ
て
は
面
識
の
あ
っ
て
も
、
こ
の
世
界
の
リ
ク
オ
に
と
っ
て
は
全

く
の
面
識
が
な
い
の
で
、
返
答
し
よ
う
が
な
い
。

と
い
う
か
、
シ
リ
ア
ス
な
シ
ー
ン
を
空
気
を
読
ま
ず
破
壊
す
る
と
は
流
石
チ
ー

ト
野
郎
だ
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

そ
れ
は
さ
て
置
き
、
サ
ス
ケ
は
レ
ン
と
シ
ア
、
ノ
ー
マ
を
抱
き
寄
せ
る
と
、
『

万
華
鏡
写
輪
眼
』
を
発
動
さ
せ
、
『
羅
刹
』
を
使
っ
て
傷
だ
ら
け
の
リ
ク
オ
の

傍
に
一
瞬
の
内
に
移
動
し
た
。

奴
良
組
＆
遠
野
組
＆
花
開
院
組
「
（
！
！
？
）
」

サ
ス
ケ
「
お
い
お
い
。
何
で
そ
ん
な
傷
だ
ら
け
や
ね
ん
。
俺
に
言
っ
て
み
？
親
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戚
（
？
）
の
よ
し
み
で
お
前
を
そ
ん
な
に
し
た
奴
を
ボ
コ
っ
た
る
か
ら
」

奴
良
組
「
は
ぁ
！
！
？
」

い
き
な
り
現
れ
た
サ
ス
ケ
達
か
ら
リ
ク
オ
を
守
る
様
に
構
え
て
い
た
奴
良
組
と

遠
野
組
。
そ
の
中
で
奴
良
組
だ
け
が
驚
き
の
声
を
上
げ
た
。

サ
ス
ケ
は
そ
ん
な
こ
と
を
気
に
す
る
こ
と
な
く
リ
ク
オ
を
見
た
後
、
空
中
に
い

る
晴
明
に
視
線
を
向
け
た
。

サ
ス
ケ
「
成
程
、
あ
い
つ
が
お
前
を
そ
ん
な
ボ
ロ
ボ
ロ
に
し
た
主
犯
か
。
…
…

俺
の
親
族
に
手
を
出
し
た
ん
や
。
ち
ょ
い
と
灸
を
す
え
ま
す
か
」

サ
ス
ケ
は
そ
う
告
げ
る
と
、
背
中
に
担
い
で
い
た
出
刃
包
丁
の
様
な
大
刀
に
手

を
添
え
、
構
え
る
。
そ
し
て
―
―
―
―

サ
ス
ケ
「
卍
―
―
―
解
！
」

サ
ス
ケ
の
言
葉
と
共
に
信
じ
ら
れ
な
い
程
の
膨
大
な
力
の
奔
流
が
発
生
し
た
。

そ
の
余
り
の
力
に
、
そ
の
場
に
い
た
妖
怪
組
と
陰
陽
師
組
は
吹
き
飛
ば
さ
れ
る
、

も
し
く
は
押
し
つ
ぶ
さ
れ
そ
う
に
な
る
。

力
の
奔
流
が
収
ま
る
と
、
そ
の
中
心
に
は
先
程
と
は
異
な
る
ロ
ン
グ
コ
ー
ト
っ

ぽ
い
着
物
で
漆
黒
の
長
刀
を
持
っ
た
サ
ス
ケ
が
い
た
。
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サ
ス
ケ
「
『
天
鎖
斬
月
』
。
…
…
そ
し
て
―
―
―
」

サ
ス
ケ
が
そ
う
口
に
す
る
と
、
レ
ン
と
シ
ア
、
ノ
ー
マ
が
サ
ス
ケ
の
両
腕
と
背

中
に
抱
き
付
い
た
。
ま
る
で
サ
ス
ケ
が
口
に
せ
ず
と
も
何
を
望
ん
で
い
る
か
分

か
っ
て
る
か
の
よ
う
だ
。

レ
ン
達
が
サ
ス
ケ
に
抱
き
付
く
と
、
再
び
サ
ス
ケ
達
を
中
心
に
竜
巻
の
様
な
突

風
が
起
こ
っ
た
。
が
、
そ
れ
も
一
瞬
の
出
来
事
で
、
竜
巻
が
収
ま
る
と
サ
ス
ケ

の
持
っ
て
る
刀
は
更
に
形
状
が
変
化
し
、
更
に
サ
ス
ケ
の
背
中
か
ら
は
光
の
翼

の
様
な
も
の
が
生
え
て
い
た
。

サ
ス
ケ
「
煌
解
『
翠
命
斬
月
』
。
…
…
さ
て
、
こ
っ
ち
の
準
備
も
整
っ
た
こ
と

や
し
、
そ
ろ
そ
ろ
俺
の
身
内
に
手
を
上
げ
た
落
と
し
前
っ
て
の
を
付
け
て
貰
お

う
か
」

今
こ
こ
に
日
本
最
強
の
陰
陽
師
と
次
元
世
界
最
強
の
チ
ー
ト
野
郎
の
戦
い
が
始

ま
ろ
う
と
し
て
い
る
。
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２
人
に
転
生
者
　
う
ち
は
一
家
ｉ
ｎ
ぬ
ら
り
ひ
ょ
ん
の
孫
　
そ
の
１
？
（
後
書
き
）

こ
れ
は
割
と
好
評
だ
っ
た
の
で
、
ネ
タ
が
思
い
つ
い
た
ら
続
編
を
上
げ
る
可
能

性
が
高
い
で
す
。
（
ま
、
ネ
タ
が
思
い
つ
か
な
か
っ
た
ら
上
げ
ら
れ
な
い
ん
で

す
が
…
…
（
苦
笑
）
）
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な
ん
ち
ゃ
っ
て
２
人
の
転
生
者
 

疾
風
伝
　
そ
の
２
（
前
書
き
）

こ
れ
は
２
０
１
１
年
４
６
号
の
ジ
ャ
ン
プ
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
Ｎ
ｏ
．
５
６
０

の
Ｎ
Ａ
Ｒ
Ｕ
Ｔ
Ｏ
が
元
ネ
タ
で
す
。

ジ
ャ
ン
プ
派
で
は
な
く
、
単
行
本
派
の
方
は
Ｕ
タ
ー
ン
し
て
下
さ
い
。
単
行
本

派
で
も
ネ
タ
バ
レ
？
バ
ッ
チ
来
い
や
！
っ
て
方
は
そ
の
ま
ま
お
進
み
下
さ
い
。

本
当
に
い
い
で
す
か
？
後
悔
は
し
ま
せ
ん
か
？

…
…
分
か
り
ま
し
た
。
こ
こ
ま
で
来
て
引
き
返
さ
な
い
猛
者
な
貴
方
に
敬
意
を

表
し
ま
す
。

ど
う
ぞ
、
私
の
駄
文
を
楽
し
ん
で
行
っ
て
下
さ
い
。
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尚
、
原
作
と
は
異
な
り
我
愛
羅
の
部
隊
に
増
援
に
行
っ
て
る
の
は
サ
ス
ケ
だ
と

思
っ
て
下
さ
い
。
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な
ん
ち
ゃ
っ
て
２
人
の
転
生
者
 

疾
風
伝
　
そ
の
２

ニ
代
目
土
影
・
無
（
カ
ブ
ト
憑
依
）
「
や
は
り
、
憶
測
通
り
…
。
『
写
輪
眼
』

の
行
き
着
く
先
は
…
、
輪
廻
眼
で
し
た
か
」

マ
ダ
ラ
（
穢
土
転
生
）
「
オ
レ
が
こ
の
目
を
開
眼
し
た
の
は
死
ぬ
少
し
前
だ
。

カ
ブ
ト
と
か
言
っ
た
な
…
。
こ
の
身
体
に
何
を
し
た
？
」

無
「
だ
か
ら
言
っ
た
で
し
ょ
う
？
…
…
全
盛
期
以
上
に
仕
上
げ
て
お
い
た
と
」

カ
ブ
ト

マ
ダ
ラ
（
穢
土
）
「
貴
様
…
、
オ
レ
の
体
の
秘
密
を
…
、
…
あ
の
う
ち
は
の
碑

石
を
読
め
も
し
な
い
お
前
ご
と
気
が
解
読
し
た
と
い
う
の
か
？
」

無
「
大
蛇
丸
様
と
ボ
ク
の
長
年
の
実
験
デ
ー
タ
を
元
に
仮
説
を
立
て
て
み
た
ま

カ
ブ
ト

で
で
す
…
。
そ
し
て
今
は
…
、
ア
ナ
タ
が
そ
の
仮
説
を
証
明
し
て
く
れ
る
…
。

六
道
仙
人
…
、
あ
の
神
の
力
の
一
端
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。
ボ
ク
の
造
っ

た
ア
ナ
タ
の
力
で
…
」

マ
ダ
ラ
（
穢
土
）
「
勘
違
い
す
る
な
。
お
前
の
造
っ
た
力
で
は
な
い
…
…
」

マ
ダ
ラ
（
穢
土
）
は
両
の
手
を
合
わ
せ
る
と
、
印
を
組
む
『
須
佐
能
乎
』
を
形

成
し
、
ア
ク
シ
ズ
か
よ
！
？
と
い
う
突
っ
込
み
を
入
れ
た
く
な
る
様
な
巨
大
な

球
状
の
岩
の
塊
を
空
中
に
出
現
さ
せ
た
。

忍
１
「
な
…
、
な
ん
だ
よ
。
コ
レ
は
！
？
」

忍
２
「
う
…
、
う
そ
だ
ろ
…
」

サ
ス
ケ
「
！
？
」

テ
マ
リ
「
じ
…
、
次
元
が
違
う
…
」
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我
愛
羅
「
…
神
の
、
…
力
か
」

オ
オ
ノ
キ
「
…
…
…
…
」

落
下
し
て
く
る
巨
大
な
岩
の
塊
。
ど
う
考
え
て
も
逃
げ
る
の
は
不
可
能
。
防
ぐ

こ
と
な
ど
尚
不
可
能
。
誰
も
が
絶
望
す
る
中
、
希
望
を
手
放
さ
な
い
も
の
が
居

た
。

サ
ス
ケ
「
う
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
！
！
」

希
望
を
手
放
さ
な
か
っ
た
者
。
そ
れ
は
サ
ス
ケ
だ
っ
た
。
サ
ス
ケ
は
マ
ダ
ラ
の

様
に
両
の
手
を
合
わ
せ
、
『
須
佐
能
乎
』
を
形
成
し
て
い
た
の
だ
。

い
や
、
正
式
に
は
『
須
佐
能
乎
』
で
は
無
い
。
『
百
式
・
須
佐
能
乎
』
。
そ
れ

が
サ
ス
ケ
の
『
須
佐
能
乎
』
の
名
称
だ
。

一
般
的
な
『
須
佐
能
乎
』
と
は
サ
イ
ズ
が
異
な
る
。
そ
れ
以
上
に
特
徴
的
な
の

は
腕
の
数
だ
。
腕
の
数
が
１
０
０
本
も
あ
る
の
だ
。

流
石
の
マ
ダ
ラ
（
穢
土
）
も
こ
れ
に
は
想
定
外
だ
っ
た
の
か
、
驚
い
た
顔
を
し

て
い
る
。
が
、
サ
ス
ケ
は
そ
ん
な
こ
と
を
気
に
も
せ
ず
、
『
百
式
・
須
佐
能
乎
』

に
命
令
し
て
い
た
。

サ
ス
ケ
「
こ
の
程
度
の
石
こ
ろ
、
俺
の
『
百
式
・
須
佐
能
乎
』
で
破
壊
し
た
る

！
や
れ
、
『
百
式
・
須
佐
能
乎
』
！
！
」

百
式
・
須
佐
能
乎
「
オ
ラ
オ
ラ
オ
ラ
オ
ラ
オ
ラ
オ
ラ
オ
ラ
オ
ラ
オ
ラ
オ
ラ
オ
ラ

オ
ラ
オ
ラ
オ
ラ
オ
ラ
オ
ラ
オ
ラ
オ
ラ
オ
ラ
オ
ラ
オ
ラ
ァ
！
！
」
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『
百
式
・
須
佐
能
乎
』
か
ら
繰
り
出
さ
れ
る
オ
ラ
オ
ラ
ラ
ッ
シ
ュ
。
そ
れ
に
よ

り
、
マ
ダ
ラ
（
穢
土
）
が
作
り
出
し
た
ア
ク
シ
ズ
（
笑
）
は
い
と
も
簡
単
に
粉

砕
さ
れ
た
。

マ
ダ
ラ
（
穢
土
）
「
ば
、
バ
カ
な
…
！
」

サ
ス
ケ
「
驚
く
ん
は
ま
だ
や
！
こ
れ
が
『
須
佐
能
乎
』
の
究
極
系
…
、
第
二
形

態
！
『
須
佐
能
乎
・
世
界
』
や
！
！
」

ザ
・
ワ
ー
ル
ド

ア
ク
シ
ズ
（
笑
）
が
粉
砕
さ
れ
た
こ
と
で
驚
き
を
露
わ
に
す
る
マ
ダ
ラ
（
穢
土
）

に
追
い
打
ち
を
か
け
る
サ
ス
ケ
。
そ
の
背
後
に
は
『
ス
タ
ー
プ
ラ
チ
ナ
・
ザ
・

ワ
ー
ル
ド
』
の
姿
に
変
貌
し
た
『
百
式
・
須
佐
能
乎
』
が
い
た
。

サ
ス
ケ
「
時
よ
、
止
ま
れ
」

サ
ス
ケ
が
そ
う
告
げ
る
と
同
時
に
世
界
の
時
が
止
ま
る
。
そ
し
て
、
サ
ス
ケ
は

マ
ダ
ラ
（
穢
土
）
の
近
く
に
一
瞬
で
移
動
し
、
攻
撃
を
仕
掛
け
る
。

サ
ス
ケ
「
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄

無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
ァ
！
！
」

須
佐
能
乎
・
世
界
「
オ
ラ
オ
ラ
オ
ラ
オ
ラ
オ
ラ
オ
ラ
オ
ラ
オ
ラ
オ
ラ
オ
ラ
オ
ラ

オ
ラ
オ
ラ
オ
ラ
オ
ラ
オ
ラ
オ
ラ
オ
ラ
オ
ラ
オ
ラ
オ
ラ
ァ
！
！
」
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サ
ス
ケ
と
『
須
佐
能
乎
・
世
界
』
か
ら
繰
り
出
さ
れ
る
オ
ラ
無
駄
ラ
ッ
シ
ュ
に

ザ
・
ワ
ー
ル
ド

目
ま
ぐ
る
し
く
顔
や
体
の
形
状
を
変
化
さ
せ
て
い
く
マ
ダ
ラ
（
穢
土
）
。

最
後
に
は
マ
ダ
ラ
の
周
辺
に
起
爆
札
付
き
の
苦
無
を
大
量
に
投
擲
し
、
サ
ス
ケ

は
我
愛
羅
達
の
い
る
地
点
に
戻
っ
た
。
そ
し
て
―
―
―

サ
ス
ケ
「
そ
し
て
、
時
は
動
き
出
す
」

空
条
承
太
郎
の
様
な
ス
タ
イ
リ
ッ
シ
ュ
な
ポ
ー
ズ
を
取
り
、
サ
ス
ケ
が
そ
う
告

げ
る
と
同
時
に
時
は
動
き
出
し
、
マ
ダ
ラ
（
穢
土
）
は
爆
発
し
な
が
ら
吹
っ
飛

ん
だ
。

サ
ス
ケ
「
フ
ッ
…
、
や
れ
や
れ
だ
ぜ
」

忍
連
合
「
（
…
…
こ
、
こ
い
つ
の
方
が
神
だ
っ
た
！
？
）
」

サ
ス
ケ

気
が
付
い
た
ら
マ
ダ
ラ
（
穢
土
）
が
吹
っ
飛
ん
で
い
た
と
い
う
、
な
ん
と
も
意

味
不
明
な
状
況
で
あ
る
に
も
拘
ら
ず
、
忍
連
合
・
我
愛
羅
分
隊
の
面
々
は
本
能

で
サ
ス
ケ
が
や
っ
た
こ
と
を
感
じ
取
り
、
そ
う
思
っ
た
。

ち
な
み
に
無
を
乗
っ
取
っ
て
い
た
カ
ブ
ト
は
現
実
逃
避
の
為
か
、
マ
ダ
ラ
（
穢

土
）
が
や
ら
れ
た
の
を
見
た
瞬
間
に
無
の
乗
っ
取
り
解
除
し
て
い
た
様
だ
。
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な
ん
ち
ゃ
っ
て
２
人
の
転
生
者
 

疾
風
伝
　
そ
の
２
（
後
書
き
）

ま
さ
か
の
Ｈ
×
Ｈ
＆
ジ
ョ
ジ
ョ
ネ
タ
。
正
直
、
マ
ダ
ラ
が
サ
ン
ド
バ
ッ
ク
で
し

か
無
い
件
に
関
し
て
は
、
誰
も
マ
ダ
ラ
に
同
情
は
し
な
い
で
し
ょ
う
。
（
笑
）
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

思い付きSS集

2011年11月13日21時33分発行

この小説の詳細については以下のＵＲＬをご覧ください。
http://ncode.syosetu.com/n0371y/

Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
発
足
に
あ
た
っ
て

http://ncode.syosetu.com/n0371y/

